
緒 言

種ばれいしょ栽培では，塊茎の大きさをコントロール

することやウイルス感染防止対策として生育調節剤等に

よる茎葉処理が茎葉黄変期以前の 月下旬から 月中旬

にかけて行われている。その際，生育調節剤の種類やば

れいしょの品種の違い等によって枯れ残りや茎葉の再生

が見られる場合がある。種ばれいしょ栽培において茎葉

処理後に枯れ残りや再生葉が存在した場合，ウイルス感

染が高まる可能性があることが指摘されているが ），こ

のことについてほとんど研究が行われていない。

そこで本研究では，茎葉処理後の枯れ残りと再生した

茎葉に対し，ウイルス保毒アブラムシを接種し，ウイル

ス感染の可能性について調査した。

試験方法

試験は長沼町の中央農試内圃場で，平成 ， 年の

カ年実施した。供試品種は メークイン を用い， 月

中旬に植え付けた。茎葉処理は 月中旬に 回実施し

た。平成 年は枯凋速度の速いジクワット液剤（以下，

液剤）及び枯凋速度が前剤より遅いピラフルフェンエ

チル乳剤（以下， 乳剤）を用いた。平成 年は 種

類の生育調節剤に加え高さ の所で，茎葉を鎌で切断

処理して再生を促した区を設置した。供試生育調節剤の

処理量は 液剤 ， 乳剤 で，散布

水量はいずれも である。

接種は，葉巻病罹病株で飼育したモモアカアブラムシ

（以下，保毒虫）約 頭 株を茎葉に接種し， メッシ

ュ防虫ネットで接種部位を覆った。接種 日後には殺虫

剤を散布して殺虫した。接種時期は，茎葉処理 日前，

同翌日，同 日後とした。茎葉処理 日後には，無処理

区以外は枯れ残り又は再生した茎葉に接種した。接種株

数は各接種時期及び各試験区で約 株とした。 月下旬

に 株につき 塊茎採取してナイロン網袋に入れ，採取

後 ヶ月以上中央農試の無加温貯蔵庫で貯蔵した後，温

室に移し萌芽させた。エライザ法により各株 芽（ 塊

茎 芽）程度からウイルス感染の有無を確認した。

試験結果および考察

平成 年の茎葉処理翌日に保毒虫を接種した場合，ウ

イルス感染率は茎葉処理区の方が無処理区より低率では

あるものの ％前後認められた。処理 日後に接種した

場合も同様の傾向であった（表 ）。 種類の生育調節

剤でウイルス感染率に大きな差は認められなかった。

平成 年は茎葉処理翌日の生育調節剤による茎葉処理

区ではウイルス感染が認められなかったが，切断処理区

では ％のウイルス感染が認められた。処理 日後の枯

れ残りや再生した茎葉に保毒虫を接種した場合は，いず

れの区も ウイルス感染が認められ，茎葉処理方

法の違いによりウイルス感染に差がなかった（表 ）。

また，この年の無処理区については，処理翌日以降ウイ

ルス感染率が ％以下と低かったが，その原因について

は不明である。

カ年の結果から，処理翌日の枯凋途中及び処理 日

後の枯れ残りや再生した茎葉に保毒虫を接種した場合，

生育調節剤の種類及び茎葉処理方法の種類に関わらず次

代塊茎にウイルス感染が認められた。再生した茎葉に保
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毒虫を接種するとウイルス感染が成立するということは

上野 ）により報告されているが，枯れ残りについては本

報告が初めてである。また，江口 ）は茎葉処理を実施す

る場合は完全に枯らすことが重要であることを指摘して

いる。このため，種ばれいしょ栽培において茎葉処理を

行う場合は，チョッパと 乳剤の組み合わせ ）など速や

かに枯凋し，かつ枯れ残りや再生の極力少ない方法を品

種に対応して選択する必要がある。
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表 保毒虫接種試験における葉巻病感染株率
（平成 年）

接種時期 接種部位
葉巻病感染株率（ ）

液剤 乳剤 無処理

処理 日前 茎葉

処理翌日 茎葉

処理 日後 枯れ残り

無処理区は通常の茎葉に接種した。
接種株数は 株、その他は 株。

表 保毒虫接種試験における葉巻病感染株率（平成 年）

接種時期 接種部位
葉巻病感染株率（ ）

液剤 乳剤 切断処理 無処理 無接種

処理 日前 茎葉

処理翌日 茎葉

処理 日後 枯れ残り・再生茎葉
注）接種株数は 株。

剤とも茎葉処理 日後の枯凋程度は ％程度であった。
主に再生した茎葉に接種。




